
教職教育センターでは教育課程の質の向上を目指し、教育目標とリンクしたプログラムとして、以下

のカリキュラムツリーに基づいた教育計画を遂行しています。 
 
 
 
 
 
 
   

臨任・非常勤登録説

明会 
合格者報告会 
2次試験対策 
直前対策講座 
校内模試 
受験者希望個別面談 
神奈川県・川崎市採

用試験実施説明会 
授業見学 
前期・後期対策講座 
夏期集中講座 
春期集中講座 
春期休業対策講座 
新規教職課程ガイダ

ンス 
教育実習申込みガイ

ダンス 
 
 
 
 
 
 
 
 
教職課程ガイダンス 
教員希望者ガイダン

ス 
スターティングガイ

ダンス 
 
 
 
 

 
情報科教育法Ⅰ・Ⅱ 
数学科教育法Ⅲ・Ⅳ 
理科教育法 Ⅲ・Ⅳ 
技術科教育法Ⅲ・Ⅳ 
工業科教育法Ⅰ・Ⅱ 
 
 
 
 
 
理科教育法 Ⅰ・Ⅱ 
数学科教育法Ⅰ・Ⅱ 
技術科教育法Ⅰ・Ⅱ 
 
 
 

 
教育課程論 
 
教育の方法と技術 
 
道徳教育の理論と

実践 
 
 
 
 
教育行政論 
 
総合的な学習の時

間の理論と実践 
 
 
 
 
 
学校と教育の歴史 
 
教職概論 

 
教育相談 
 
 
 
 
 
 
 
 
生徒指導と進路指

導（生徒指導） 
 
特別活動の指導法 
 
特別支援教育概論 
 
 
 
 
教育心理学 
 
 
 

 

4年次 

 

 

 

 

 

 

3年次 

 

 

 

 

 

 

 

2年次 

 

 

 

 

 

 

 

1年次 

 

 

 

 

 
教 
 
育 
 
目 
 
標 

①生徒の反応や理解度

に応じて、現代社会が抱

える問題などを取り入れ

た授業計画や学習方法な

どを工夫できる。 

②専門知識や基本的な授

業技術を身に着け、補助

教材などを用いて自らの

考えを明確に話したり、

板書したりできる。 

①教員としての倫理観や

使命感を持って生徒とふ

れあい、自らも学習を続け

成長していこうとする情

熱を身に着けている。 

②学習だけでなくいろい

ろな困難と接したとき、そ

れに立ち向かう強い情熱

と意志をもって、自らの責

任を果たすことができる。 

①生徒との間に信頼関

係を築き、良好な交流

を行うことで生徒に対

する的確な理解をする

ことができる。 

②保護者、他教職員お

よび関係機関との密接

な連携を取り、的確な

理解に基づいた生徒指

導ができる。 

①社会環境の変化に

応じ、自立的・主体的

に教養・専門知識を習

得することができる。 

②状況に応じて、自ら

の責任のもとで思考

や判断、省察を行い、

それに基づいて実践

を積み重ねていくこ

とができる。 

教職実践演習 
教育実習Ⅰ・Ⅱ 
 
 
 
 
栄養教育実習 
 
 
 
 
 

開

発

さ

れ

る

能

力 

教育の方法および指

導法 

課題探求、 
学校教育について

の理解 

子どもについての

理解 
他者との理解・協力 

教育実践・パフォー

マンス コミュニ

ケーション 

（D）教職課程の取り組みに対する検証 

（A）1年次科目の成果に対する検証 

教職教育センター支

援室 

（E）支援室の取り組みに対

する検証 

各年度の教職教育センター活動報告 
 

教科・教育課程に関する基礎知識・技能 

（B）2年次科目の成果に対する検証 

（C）3年次科目の成果に対する検証 


